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ラ
ヴ
ィ
ノ
ウ
ィ
ッ
チ
氏
の
「
彿
蘭
西
の
人
口
問
題
」
塚
原
仁
一
九
三
〇
年
に
於
け
る
出
生
率
及
び
死
亡
率
を
基
礎
と
し
て
、
シ
ラ
ス
教
授
が
計
許
せ
る
諾
団
の
人
口
の
二
惜
別
に
依
れ
ば
、
印
度
は
九
十
囲
年
、
日
本
は
四
十
九
年
、
パ
レ
ス
チ
ナ
は
二
十
四
年
、
米
国
は
九
十
四
年
、
英
団
は
二
百
一
年
、
沸
蘭
西
は
二
百
七
十
四
年
、
猥
逸
は
百
八
年
、
瑞
典
は
百
八
十
八
年
、
瑞
西
は
百
四
十
三
年
、
＼
－
ノ
l
伊
太
利
は
五
十
五
年
、
加
奈
陀
は
五
十
三
年
、
涼
洲
は
六
十
三
年
で
あ
る
、
之
に
依
れ
ば
鼓
も
二
倍
期
の
短
き
も
の
は
パ
　
レ
　
ス
チ
ナ
を
除
け
ば
我
日
本
に
し
て
、
共
最
も
長
き
も
の
は
悌
薗
西
で
あ
る
。
由
凍
我
園
は
人
口
檜
加
の
菅
し
き
を
以
て
知
ら
れ
、
又
悌
蘭
西
は
人
口
の
檜
加
の
甚
だ
僅
か
に
し
て
、
殆
ど
停
滞
的
状
態
に
重
り
、
絶
え
ず
人
口
減
少
の
恐
怖
に
脅
か
さ
る
ゝ
団
を
以
て
知
ら
れ
、
我
国
と
は
云
は
ゞ
封
照
的
立
場
に
在
る
も
の
と
見
る
事
が
山
凍
る
。
彿
蘭
西
は
既
に
十
九
世
紀
の
初
め
よ
り
出
生
率
の
減
退
が
始
ま
っ
た
が
、
之
が
攻
治
蒙
や
識
者
の
注
目
を
惹
く
に
至
っ
た
の
は
．
前
世
紀
の
後
年
に
入
っ
て
か
ら
の
事
で
あ
る
。
而
し
て
其
趨
勢
は
今
日
に
至
る
ま
で
、
幾
多
の
方
策
を
講
じ
、
国
民
の
見
離
を
促
し
た
る
に
も
拘
は
ら
す
、
依
然
と
し
て
般
摸
さ
れ
て
ゐ
る
。
併
し
な
が
ら
、
此
は
環
に
梯
蘭
酉
の
み
の
直
面
し
た
る
間
近
で
あ
ら
う
か
。
（1）G．F．Shirras，HTheI’opuhtiol－　Prol）leminIlldiこl”・Ec0－1OTnieJournこLl，
hTal・・1933，P・65・
ラ
ヴ
ィ
ノ
ウ
ィ
ッ
チ
氏
の
「
彿
苗
西
の
人
口
間
庖
」
二
二
七











































































